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復
興
公
営
住
宅
の
支
援

ズームアップ
　
東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
の
発
生
か
ら
6
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
福
島
県
は
、
原
発
事
故
に
よ
り
避
難
し
て
い
る
方
々
が
入
居
す
る
た
め

の
復
興
公
営
住
宅
４
８
９
０
戸
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
、
仮
設
住
宅
や

借
り
上
げ
住
宅
か
ら
の
転
居
者
が
急
増
す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
復
興
公
営
住
宅

の
住
民
が
抱
え
る
課
題
や
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　
浪
江
町
社
会
福
祉
協
議
会（
以
下
、
浪
江
町
社
協
）の
生
活
支
援
相
談
員
２6
人
が
、

県
内
１２
市
町
村
に
避
難
す
る
浪
江
町
民
を
戸
別
訪
問
し
、
支
え
て
い
ま
す
。
復
興
公

営
住
宅
住
民
が
抱
え
る
課
題
と
、
浪
江
町
社
協
が
取
り
組
む
支
援
に
つ
い
て
聞
き
ま

し
た
。 孤

立
防
止
と
住
民
の
自
立
の
た
め
に

　
地
方
自
治
体
は
、
災
害
で
家
屋
を
失

い
、
自
ら
住
宅
を
確
保
す
る
の
が
困
難
な

人
に
対
し
て
、
国
の
補
助
を
受
け
て
災
害

公
営
住
宅
を
整
備
し
ま
す
。
東
日
本
大
震

災
の
被
災
者
向
け
と
し
て
は
、
福
島
・
宮

城
・
岩
手
の
被
災
３
県
を
中
心
に
、
全
国

で
３
万
戸
以
上
の
災
害
公
営
住
宅
が
建
設

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
う
ち
福
島
県
は
、
原
子
力
災
害
に

よ
る
避
難
者
が
入
居
す
る
復
興
公
営
住
宅

を
県
内
に
４
８
９
０
戸
整
備
し
ま
す
。

　
復
興
庁
に
よ
る
と
、
平
成
２６
年
９
月
に

入
居
を
開
始
し
た
福
島
市
の
飯い

い

野の

町ま
ち

団
地

　
生
活
支
援
相
談
員（
以
下
、
相
談
員
）は

避
難
者
宅
を
戸
別
訪
問
し
、
安
否
確
認
、

相
談
対
応
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
専
門

機
関
へ
つ
な
い
で
い
ま
す
。

　
復
興
公
営
住
宅
は
、
仮
設
住
宅
に
比
べ

保
温
性
や
防
音
性
が
高
く
快
適
で
す
。
一

方
、
生
活
音
や
明
か
り
が
漏
れ
に
く
く
、

外
か
ら
中
の
様
子
を
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
員
を
ま
と
め
る
主
任
生
活
支
援
員

の
鹿
又
智
子
さ
ん
は
「
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
中
に
は
、
交
流
が
で
き
ず
に
孤

独
を
感
じ
て
い
る
人
も
い
ま
す
」
と
孤
立

化
を
懸
念
し
て
い
ま
す
。

　
生
活
実
態
が
見
え
に
く
い
中
、
医
療
や

介
護
の
手
が
届
か
な
い
と
い
う
課
題
も
あ

り
ま
す
。
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
の
に
、
医

療
機
関
の
受
診
が
で
き
ず
、
適
切
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ず
に
い
る
例
や
、

障
が
い
を
抱
え
る
人
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
ず
に
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
相
談
員
は
現
場
で
、
訪
問
を
希
望
し
な

い
人
や
支
援
を
拒
否
す
る
世
帯
に
も
直
面

し
ま
す
。「
個
人
の
意
向
は
優
先
し
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
、
歯
が
ゆ

い
思
い
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
鹿

又
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
復
興
公
営
住
宅
で
は
、
団
地
の
ゴ
ミ
出

を
皮
切
り
に
、
２８
年
１２
月
末
ま
で
に
２
９

９
５
戸
が
完
成
し
て
い
ま
す
。
２９
年
度
末

に
か
け
て
、
完
成
・
入
居
開
始
の
動
き
が

本
格
化
し
ま
す
。

　
県
は
復
興
公
営
住
宅
を
避
難
者
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
形
成
の
拠
点
と
位

置
づ
け
て
い
ま
す
。
入
居
者
は
も
ち
ろ
ん

周
辺
の
避
難
者
や
近
隣
住
民
も
含
め
た
交

流
環
境
を
整
え
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

集
会
室
の
併
設
の
ほ
か
、
市
町
村
単
位
や

親
族
同
士
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
単
位
の
入
居

に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　
住
居
の
形
態
は
集
合
住
宅
の
ほ
か
、
戸

建
て
ま
た
は
２
戸
１
棟
住
宅
が
あ
り
ま

す
。
集
合
住
宅
に
は
高
齢
者
、
障
が
い

者
、
要
介
護
者
を
含
む
世
帯
の
み
申
し
込

み
可
能
な
優
先
住
宅
も
あ
り
ま
す
。
優
先

住
宅
に
は
、
外
部
に
異
常
を
知
ら
せ
る
非

常
用
ボ
タ
ン
や
引
き
戸
の
入
口
な
ど
が
あ

り
、
車
い
す
対
応
住
宅
も
あ
り
ま
す
。

　
復
興
公
営
住
宅
の
入
居
希
望
者
は
県
に

申
し
込
み
、
抽
選
で
入
居
者
が
決
ま
り
ま

す
。
妊
婦
を
含
む
子
育
て
等
世
帯
は
、
当

選
確
率
が
５
割
増
し
の
優
遇
措
置
を
受
け

ら
れ
ま
す
。

し
の
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
人
、
通
路
に
物

を
置
く
行
為
な
ど
共
有
ス
ペ
ー
ス
の
私
物

化
を
す
る
人
が
い
る
た
め
、
住
民
間
の
生

活
上
の
ト
ラ
ブ
ル
も
起
き
て
い
ま
す
。
集

合
住
宅
で
生
活
を
し
た
こ
と
の
な
い
人
が

多
く
、
新
し
い
環
境
や
ル
ー
ル
へ
の
適
応

が
難
し
い
こ
と
も
原
因
の
一
つ
と
み
ら
れ

ま
す
。
自
治
会
が
機
能
し
て
い
れ
ば
注
意

の
声
掛
け
が
で
き
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
問

題
を
解
消
で
き
ず
入
居
者
が
困
っ
て
い
る

団
地
も
あ
り
ま
す
。
相
談
員
は
、
他
の
団

地
の
成
功
例
な
ど
の
情
報
を
提
供
し
、
中

立
な
立
場
で
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　
復
興
公
営
住
宅
は
平
成
２６
年
の
入
居
開

始
か
ら
約
２
年
半
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

支
援
は
ま
だ
手
探
り
状
態
で
す
。
相
談
員

は
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
適
切
に
対
応
す
る
た

め
、
役
割
や
心
構
え
を
確
認
す
る
研
修
を

受
講
す
る
な
ど
、
資
質
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
住
民
が
適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
、
児

童
相
談
所
、
町
の
保
健
師
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
な
ど
の
専
門
機
関
や
関
係
者
と

情
報
の
交
換
・
共
有
も
し
て
い
ま
す
。

　
浪
江
町
社
協
は
今
後
、
復
興
公
営
住
宅

の
住
民
間
交
流
、
自
治
会
支
援
、
地
域
と

の
関
係
づ
く
り
を
支
援
す
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
３
・
１１
被
災
者
を
支
援
す
る
い
わ
き
連

絡
協
議
会（
愛
称
：
み
ん
ぷ
く
）」（
４
、
５

㌻
で
紹
介
）と
、
団
地
で
の
サ
ロ
ン
開
催

の
連
携
の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
を
本
格

化
さ
せ
ま
す
。

　
避
難
先
の
市
町
村
社
協
が
主
催
す
る
サ

ロ
ン
に
は
、
浪
江
町
社
協
の
相
談
員
が
一

緒
に
参
加
し
た
り
、
定
期
的
に
他
社
協
と

の
連
絡
会
へ
も
出
席
し
て
い
ま
す
。
二
本

松
地
区
で
は
二
本
松
市
社
協
の
相
談
員

と
、
毎
日
一
緒
に
避
難
者
宅
を
訪
問
し
て

い
ま
す
。
復
興
公
営
住
宅
は
今
後
長
期
間

住
み
続
け
る
人
が
多
い
た
め
、
住
む
地
域

に
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
も
大
切
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
入
居
に
は
①
原
子
力
災
害
に
よ
り
避
難

指
示
を
受
け
て
い
る
居
住
制
限
者
で
あ

る
、
②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
─
な
ど

の
要
件
右
図
が
あ
り
、
収
入
に
応
じ
た

家
賃
な
ど
の
負
担
が
あ
り
ま
す
。
家
賃
は

公
営
住
宅
法
に
基
づ
き
、
入
居
世
帯
の
収

入
や
住
宅
の
立
地
、
規
模
、
経
過
年
数
、

設
備
な
ど
の
条
件
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
ま

す
。

　
入
居
期
間
は
、
収
入
が
県
で
定
め
る
要

件
の
上
限
額
を
超
え
る
場
合
を
除
き
、
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

復
興
公
営
住
宅
に
つ
い
て

問
題
の
把
握
困
難

住
民
ト
ラ
ブ
ル
も

他
機
関
と
の
連
携
強
化

支
援
を
要
す
る
人
に
配
慮

①原子力災害により避難指示を受けている居住制限者
②住宅に困窮している※

③県税の滞納がない
④過去に県営住宅に住んでいた場合、現在家賃の滞納

がない
⑤暴力団員でない

※既に復興公営住宅に入居または入居決定している方、避難指示
区域の外に自己所有の住居（戸建て住宅やマンションなど）を
所有している方は応募できません

入 居 要 件

浪江町社会福祉協議会
主任生活支援員

鹿
かの

又
また

　智
とも

子
こ

さん

生活支援相談員対象の研修会の様子

生
活
見
え
に
く
く
孤
独
感

復
興
公
営
住
宅
の
課
題

浪
江
町
社
協
に
聞
く

南相馬市に整備された集合型の復興公営住宅

特
集 

ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
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ズームアップ
復興公営住宅の支援

　
復
興
公
営
住
宅
は
仮
設
住
宅
と
違
い
、
恒
久
的
な
住
ま
い
と
し
て
入
居
す
る
人
が

多
く
い
ま
す
。
住
民
に
は
、
支
援
が
終
了
し
て
か
ら
も
自
分
た
ち
で
問
題
を
解
決
す

る
力
が
必
要
で
す
。
住
民
の
自
立
を
目
的
に
集
団
支
援
に
取
り
組
む
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

３
・
１１
被
災
者
を
支
援
す
る
い
わ
き
連
絡
協
議
会
」
の
活
動
と
、
支
援
を
受
け
て
自

治
会
を
設
立
し
た
住
民
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
３
・
１１
被
災
者
を
支
援
す

る
い
わ
き
連
絡
協
議
会（
愛
称
：
み
ん
ぷ

く
）」
は
、
国
の
支
援
を
受
け
て
福
島
県

が
実
施
し
て
い
る
「
生
活
拠
点
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
事
業
」
を
受
託
し
て
、
復
興
公

営
住
宅
を
中
心
に
住
民
の
交
流
や
自
治
会

設
立
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
い
わ
き
市
、
福
島
市
、
郡
山
市
、
会
津

若
松
市
、
南
相
馬
市
の
５
カ
所
の
拠
点
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
員（
以
下
、
交
流
員
）

約
６０
人
を
配
置
し
、
県
内
ほ
ぼ
全
て
の
復

興
公
営
住
宅
を
対
象
に
①
入
居
者
同
士
の

交
流
促
進
、
②
自
治
会
設
立
・
運
営
支

援
、
③
地
元
住
民
と
の
交
流
の
３
つ
の
ス

テ
ッ
プ
で
支
援
し
て
い
ま
す
図
1
。
住

民
同
士
が
自
ら
主
体
的
に
交
流
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
　

　
入
居
前
に
行
わ
れ
る
説
明
会
の
際
に
、

住
民
同
士
の
最
初
の
顔
合
わ
せ
を
兼
ね
た

交
流
の
時
間
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
の

分
別
方
法
な
ど
を
説
明
し
な
が
ら
、
交
流

員
や
住
民
が
自
己
紹
介
を
し
て
、
な
ご
や

か
な
雰
囲
気
を
作
り
ま
す
。

　
入
居
後
も
住
民
同
士
の
交
流
を
促
し
団

地
内
で
の
孤
立
を
防
ぐ
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
を
企
画
し
ま
す
。
芋
煮
会
や
ク
リ

ス
マ
ス
会
な
ど
の
季
節
の
行
事
の
ほ
か
、

多
く
の
人
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
手
芸
教
室
、
落
語
や
映
画
鑑
賞
会
な
ど

趣
向
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。
趣
味
の
合
う

人
同
士
が
仲
良
く
な
り
、
少
人
数
で
自
発

的
に
集
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
交
流
員
は
住
民
が
自
ら
運
営
す
る
組
織

で
団
地
の
共
通
の
課
題
解
決
を
図
れ
る
よ

う
に
、
自
治
会
の
設
立
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
役
員
の
選
定
や
会
則
作
成
の
支
援
、

自
治
会
総
会
の
た
め
の
資
料
づ
く
り
や
会

計
報
告
の
し
か
た
、
会
の
進
め
方
な
ど
の

具
体
的
な
助
言
も
し
ま
す
。

　
自
治
会
が
住
民
主
体
で
催
し
が
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
交
流
員
は
徐
々
に
裏
方

と
し
て
の
支
援
に
移
行
し
ま
す
。

　
　

　
平
成
２８
年
８
月
に
入
居
を
開
始
し
た
本

宮
市
の
復
興
公
営
住
宅（
吹ふ

き

上あ
げ

市
営
住
宅
）

に
は
、
浪
江
町
と
大
熊
町
か
ら
の
避
難
者

が
入
居
し
て
い
ま
す
。
自
治
会
設
立
に
あ

た
り
、
交
流
員
が
会
則
案
や
会
費
の
集
め

方
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

　
自
治
会
長
の
向
山
栄
治
さ
ん
は
「
ど
う

手
を
つ
け
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
か
っ
た

の
で
、情
報
提
供
は
大
変
助
か
り
ま
し
た
」

と
話
し
ま
す
。
全
２２
戸
の
ほ
と
ん
ど
は
高

齢
者
が
ひ
と
り
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
現

入
居
者
主
体
を
念
頭
に

環
境
づ
く
り

在
は
自
治
会
が
各
階
に
１
名
の
責
任
者
を

決
め
て
住
民
を
取
り
ま
と
め
、
誘
い
合
っ

て
お
茶
会
な
ど
の
交
流
の
場
を
意
識
的
に

持
つ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
支
援
を
し
て
き
た
み
ん
ぷ
く
の
チ
ー
フ

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
内
野
美
津
夫
さ
ん
は

「
交
流
員
は
一
緒
に
活
動
し
ま
す
が
、
住

民
主
導
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
交
流
員
は
、
自
治
組
織
の
団
地
を
越
え

た
交
流
を
行
う
た
め「
自
治
組
織
連
絡
会
」

も
定
期
的
に
開
い
て
い
ま
す
。
役
員
が
互

い
の
活
動
を
参
考
に
し
た
り
、
組
織
運
営

に
つ
い
て
学
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

　
　

　
交
流
員
は
、
復
興
公
営
住
宅
と
地
元
の

住
民
が
、
互
い
の
催
事
に
参
加
し
合
う
な

ど
し
て
良
好
な
関
係
を
築
け
る
よ
う
支
援

し
ま
す
。
団
地
住
民
の
町
内
会
加
入
も
視

野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　
自
治
会
長
・
向
山
さ
ん
は
近
隣
住
民
の

様
子
に
つ
い
て
「
声
を
掛
け
て
く
れ
る
人

も
い
ま
す
し
、
秋
祭
り
の
み
こ
し
が
団
地

に
も
来
て
く
れ
ま
し
た
。
自
治
会
運
営
が

定
着
し
た
ら
町
内
会
に
加
入
し
て
、
地
域

の
方
と
ぜ
ひ
仲
良
く
し
た
い
で
す
」
と
話

し
ま
す
。

　
内
野
さ
ん
は
「
団
地
集
会
所
の
地
域
住

民
と
の
共
用
や
町
内
会
費
の
や
り
と
り
な

ど
、
細
か
な
ル
ー
ル
作
り
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
災
害
時
に
地
域
住
民
と
一
緒
に
避

難
す
る
こ
と
も
考
慮
し
、
連
絡
方
法
や
避

難
先
な
ど
を
確
認
し
合
う
こ
と
も
大
切
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

入
居
前
の
顔
合
わ
せ
か
ら

地
元
住
民
と
良
好
な
関
係
を

本
宮
市
の
復
興
公
営
住
宅
の
事
例

交
流
促
進
や
自
治
会
設
立

復
興
公
営
住
宅
の
住
民
支
援

み
ん
ぷ
く3.１１被災者を支援する

いわき連絡協議会
チーフスーパーバイザー

内
うち

野
の

美
み

津
つ

夫
お

さん

吹上市営住宅
自治会長

向
むかい

山
やま

　栄
えい

治
じ

さん

図２ 復興公営住宅 支援の構図

住
民

コミュニティ
交流員

集団支援
交流支援
自治会設立
支え合いの
仕組みの構築

個別支援
戸別訪問
見守り・相談
専門機関へ
つなぐ

生活支援
相談員

　
復
興
公
営
住
宅
は
自
力
で
住
宅
再
建
が

困
難
な
人
な
ど
を
対
象
と
し
た
住
宅
で

す
。
高
齢
者
や
支
援
の
必
要
な
人
が
入
居

す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
課
題
が
集
中
す
る

場
所
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
復
興
公
営
住
宅
で
は
現
在
、
生
活
支
援

相
談
員
が
一
人
一
人
に
き
め
細
か
く
寄
り

添
う
個
別
支
援
と
、
交
流
員
に
よ
る
「
支

え
合
い
の
仕
組
み
の
構
築
」
な
ど
の
集
団

支
援
の
、
二
つ
側
面
か
ら
の
支
援
が
相
補

的
に
住
民
を
支
え
て
い
ま
す
図
2
。

　
復
興
公
営
住
宅
は
、
仮
設
住
宅
に
比
べ

て
住
民
の
問
題
が
把
握
し
に
く
く
、
孤
立

化
や
支
援
の
難
し
さ
に
拍
車
を
か
け
て
い

ま
す
。

　
浪
江
町
社
協
の
杉
本
俊
郎
常
務
理
事
兼

事
務
局
長
は
「
住
民
同
士
や
地
域
と
の
交

流
が
少
な
い
と
、
児
童
や
高
齢
者
の
虐
待

な
ど
家
庭
の
問
題
や
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
サ
イ
ン
が

見
え
に
く
く
な
り
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
原
子
力
災
害
に
よ
る
避
難
者
の
多
く

は
、
ふ
る
さ
と
や
自
宅
が
物
理
的
に
あ
る

の
に
帰
れ
な
い
方
々
で
す
。
こ
れ
ま
で
の

生
活
や
仕
事
を
失
っ
た
ま
ま
、
将
来
の
見

通
し
を
立
て
ら
れ
な
い
人
も
多
く
い
ま

す
。
心
の
整
理
が
つ
か
ず
、
不
安
な
状
態

が
長
引
く
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
心
の
ケ
ア
を
は
じ
め
多
様
な
課
題
に
対

し
て
専
門
機
関
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
特

性
を
生
か
し
な
が
ら
連
携
し
、
す
き
間
の

な
い
支
援
を
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

浪江町社会福祉協議会
常務理事兼事務局長

杉
すぎ

本
もと

　俊
とし

郎
ろう

さん

す
き
間
な
い
支
援
継
続

図1 復興公営住宅 コミュニティ形成のステップ
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